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先週に引き続きガソリンの買いクラック推奨、先週末7000円近辺であった同クラックは現時点で8000円所を競っている。
同時に先週軽く触れたガソリン買い－灯油売りのストラドルも徐々に効いてきており、鞘チャート（灯油期先－ガソリン期
先）の数値は徐々に上値を切り下げている。
又上のチャートはＷＴＩ原油期近であるが、ボリンジャーの中心線をサポートにして２Σはレジスタンスとなっており、ここ１
週間は２Σにワンタッチして下落に転じている。ボリンジャーの中心線130ドルを割り込んだ場合は更に10ドル程度の値幅
が見込める。その場合は6/5の安値121.61ドルまで明確なサポートラインが存在しない。もしもエナジーが下降に転じた場
合はガソリン買い－灯油売りのストラドルが効いてくると予測され、ガソリン買いクラックはこれ以上の縮小には限界があ
ると当方予測。よって上値リスクにたいしてガソリン買いクラック、本命ガソリン－灯油ストラドルを組んでおきたい。（6/20
前引け現在）

　中国の燃料油の国内価格引き上げに関して、将来的な需要低下を予測する見方が強まり、昨日のNY原油は大幅下
落となった。ただ、中には逆に需要増につながるニュースと解釈する向きもあり、NY原油相場の先行きは不透明感を
増している状態であり、少なくともこれで天井を打ったとの観測は出来ない。なお、中国の燃料価格の引き上げを強気
材料と見るカラクリは次のように解説されている。まず、現状では統制価格が低過ぎるために石油会社が損失を抱え
ている状態で供給を絞り込んでいるため、価格引き上げによって操業率が上がり供給が増え、これまで満足に買えな
かった客層の購買量が増えるというもの。また、貧困層に対しては政府が別途支援策を用意するとのことで、価格引き
上げはマイナスにはならないそうだ。　果たして、この強気の解釈が市場でまかり通るのかどうか、これはもうしばらく
様子を見ないと分からない。
　中国発のニュースはイレギュラーであったが、市場の関心は22日のサウジ国際会議に向けられている。消費国と産
油国が集まり会議が行われるもので、米国は増産の話が出るとは予想していないと言い、一方ではサウジの増産にプ
レッシャーをかけている。親米派のサウジにとどまらず、クウェートもまた増産を匂わす発言を出しており、力関係がど
う変化するかもに見逃せない。
　また、為替市場では原油高＝ドル安との見方が根強いが、ドル安に対して米国は嫌悪感を示している。かといって即
利上げに踏み切れる状態でもなく、口先だけでドル安を阻止するのは難しい。市場では原油価格が120ドルを割れない
ことには、ドル買いは強まらないとの見方も出ている。商品相場の行方を握る原油に関し、トレンド変化の芽も出つつ
あり、22日の結果が待たれる。売りに転じるにはまだ環境が整ってはいないが、買い玉があれば逃がしておくほうが良
いだろう。

〔注目スケジュール〕
　6／20　米商品先物取引委員会（CFTC）
　　 22　サウジ国際会議
　　 25　石油連盟週報
　　　　 米エネルギー情報局（EIA)週間在庫
　　 27　CFTC建玉明細
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▼商品先物取引のリスクについて
　　 商品先物取引は、相場の変動により利益も損失も生ずるおそれのある取引です。ま
　　 た、取引本証拠金の額に比べて約15倍から約40倍という著しく大きな金額の取引を
　　 行うため、預託した取引証拠金の額を上回る損失が発生することがあります。

▼取引証拠金とレバレッジについて
 　　商品先物取引は委託に際して取引証拠金の預託が必要となります。お取引を始める
　 　際に預託する取引本証拠金の額は商品により異なり、最低取引単位（1枚）あたり
　 　13,000円から210,000円でお取引いただけます。但し、実際の取引金額は取引本証拠
　　 金の額の約15倍から約40倍という著しく大きな額になります。また取引証拠金等は、
　　 その後の相場の変動によって追加の預託が必要になることがありますので注意が必
　　 要です。またその額は、商品や相場の変動によって異なり、一様ではありません。
　　 ※上記取引証拠金は2008年6月1日現在の金額です。

▼取引手数料について
 　　商品先物取引の委託には委託手数料がかかります。その額は商品によって異なりま
　　 すが、最低取引単位（1枚）あたり1,154円（往復）から18,270円（往復）となります。
　　 ※上記委託手数料は2008年6月1日現在の金額です。

▼自己判断
  　 この資料は投資の参考となる情報提供を目的とするものです。投資の決定はご自身
  　 の責任と判断でなされますようお願い申し上げます。

※エイチ・エス・フューチャーズは日本商品先物取引協会に加入しております。
※当社の企業情報に関するディスクローズ資料は当社（本社・支店及びホームページ）
 　又は、日本商品先物取引協会（本部・支部及びホームページ）で閲覧できます。

※お取引に関する苦情・ご相談は、下記の窓口にて承っております。
　 エイチ・エス・フューチャーズ　苦情相談センター
　 TEL：0120-50-4288
   東京都新宿区西新宿5丁目3番2号
 
　 日本商品先物取引協会　相談センター
　 ［本部］
　　 TEL: 03-3664-6243　東京都中央区日本橋小網町9番4号　日商協ビルディング3階
　 ［中部支部］
　　 TEL: 052-220-1652　愛知県名古屋市中区丸の内1-16-2　商品取引所ビル2階
　 ［関西支部］
　　 TEL: 06-6543-8502　大阪府大阪市西区阿波座1-10-14　関西商取ビル4階
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